
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
■ □ 昭和 18 年

■ □ □

■ □

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

町民一人当たりの貸出資料数（点）

成果指標等の設定理由
貸出資料数は、利用者（町民）の図書館利用頻度を端的に示すものであり、期待・満足度
が高いほど、高い数値で表されるため。

目標値設定の考え方 前年実績及び他市町館実績を考慮

目
的

対象（誰（何）のために） 寒川町民

意図（どのような状態にした
いのか）

図書に触れる機会を増やすことにより、教養を高め、文化意識が向上する。

（４）成果指標

（３）事務事業の目的

項 生涯学習の推進

事業
内容

・図書館協議会の開催
・図書館資料の選定、受入、保存及び利用、貸出
・レファレンス業務
・公民館図書室及び学校との連携
・図書館講座、展示会、読み聞かせの開催
・図書館システムの活用

小項目 生涯学習活動の推進

細項目 生涯学習機会の拡充

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 総合図書館運営事業 第２班 第３事業

主管課・担当名 寒川総合図書館 根拠法令等 社会教育法、図書館法、寒川総合図書館条例

課長 田代雅弘 体系コード 41112-07 科目コード 01-10-04-05-002-01

（１）総合計画上の位置づけ
章 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 ふれあいのある生涯学習を充実します 終了予定年度 －

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

10 10 10

目標 実績 目標 実績 目標 実績

20,000 20,000 20,000

52 52 52

予算 実績 予算 実績 予算 実績

内
訳

投入人員 4 3.5 3.23.5

人件費 29,420 25,743 25,638 23,440

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325

執行率 112.9% 127.3%

その他

直接事業費 125,268 141,471 86,696 110,364

国県支出金
財
源
内
訳

一般財源 125,268 141,471 86,624 110,250

使用料・手数料 72 114

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

20,000

資料の企画展示（回） 1 1 46 47 52

新規購入・受入資料点数（点） 20,000 22,799 20,000 17,051

町民一人当たりの貸出資料数（点） 4 5 10 10

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

10

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

平成２３年度

4 10 10 10 10 10
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

目標値設定の考え方 前年実績及び他市町館実績を考慮

訳

総事業費 154,688 167,214 112,334 133,804

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

■

□
成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな

図書館を単に開館させるだけでなく、町民の文化興隆または
生涯学習の拠点として発展強化させていくには、蔵書の構成
や購入・収集計画、図書館運営のノウハウの蓄積など長期的
視野に立ったの計画、運営が不可欠であり、その責任につい
て町は町民に付託されているので町が主体にならざるを得な
い。

・町が実施しない場合
の影響は

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

来館者数や貸出点数が、いまだ高水準を維持していること
は、当館に対する期待と満足度が依然高いことを示していると
考えられるため。

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 町として総合図書館の設置は長年の課題としており、多くの
町民から設置要望の声が寄せられていた末の開設であった。
その大きな期待とニーズは、来館者数が当初の予想を大きく
上回るなど開館後の好調な利用状況に表れている。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

蔵書の総点検を実施、閲覧・貸出体制を整え、イン
ターネット予約や県内図書館との相互貸借を開始し、
利用者の利便性の向上を図る。また、盛況な利用状
況を利用者はもとより、町民に広く知らせ、図書館の
有用性をアピールする。多くの利用とそれに伴う多様
なニーズに応えられるよう、資料購入費予算を増額す
る。館内に意見箱を置き、利用者の意向を把握し、館
運営等の改善や利用者との信頼関係が築けるよう努
める。

開館以来の蔵書点検を実施し、蔵書体制を整えた。これによりイン
ターネット予約や県内図書館との相互貸借を開始でき、図書館サービ
スの強化が図れた。また来館者数延べ30万人を突破したことを広報
し、当館の盛況ぶりと有用性をＰＲした。これらの高い利用ニーズにこ
たえることと、蔵書計画に基づき、図書購入費に2000万円を年度の途
中で増額し、蔵書の充実が図れた。意見箱から寄せられた意見・要望
等はすべて全職員が目を通し、利用者の要望を把握するとともに、館
運営等に反映できるものは反映し、記名のものにはすべて回答し、一
定の理解を得ることができた。

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

□

■

□

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

■ □ □

□ ■ □

■ □ □ □

正規図書館が無かった自治体として開館したので、図書館サービスの根本的なところから整備を進めてい

理由
開館時に全国図書館の利用統計から設定した数値であり、近隣図書館の状況と比しても高水準であること
から、今後もこの数値を目標に図書館サービスを充実させていくことが適当である。

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由
開館から順調な利用状況が続いているが、利用登録率が町民の２割を超えたところで図書館サービスの質
を高め、新しい利用者の発掘に努め、多くの町民の読書意欲を高めていくことが重要であるから。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

効率性のある開館時間、開館日で
あるか。

利用者の動向把握（曜日ごと、時間
帯ごとの来館者・貸出・返却・相談等
利用状況）。

過去３か年の利用者数動向に基づ
き、効率の良い開館時間と開館日
の設定検討。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

妥当性

有効性

より高い満足を得てもらうるために
資料提供の工夫と相談や要望に応
じられる職員体制づくりが必要

レファレンス体制の構築（職員のスキ
ルアップ）

レファレンス体制の充実とフロア案
内（御用聞き・読書相談）の実施、駐
車場の増設

維持管理面では館内照明や空調等の無用な使用を抑え、館
内清掃業務の効率的時間短縮を実施。運営面では前年度の
来館者数に基づき曜日ごとの来館者数の多寡を推測、臨時
職員の配置数の増減調整を行った。自転車等整理業務につ
いても来館者数の多寡により、業務実施の有無を判断した。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か

理由・内容
正規図書館が無かった自治体として開館したので、図書館サービスの根本的なところから整備を進めてい
るが、町民の利用が進むにつれてレファレンスの充実等サービスの質を高めていくことが求められている。

部長確認 金子登喜男 確認日 2008/10/15


